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校長 大井 俊博
.Ｓ 七゛ 誕と1

昭
和
学
院
高
等
学

校

昭
和
1
5年
に
「
昭
和
女
子
商

業
学
校
」
と
し
て
開
校
し
、
今

年
で
創
立
7
6年
目
を
迎
え
ま

す
。
こ
の
間
、
昭
和
学
院
中
学

校
、
続
い
て
高
等
学
校
か
開
校

し
ま
し
た
。
長
く
、
女
子
教
育

し 唇昌昌⑩匹

のL儒昌昌四ぶ雛

「
桜

和
祭

」

と
し
て

ス

タ

ー
ト

し
て

３
年

目

と

な
る
昭

和
学

院
中

学
校

こ
局
等

学
校

の

文

化

祭

が

、
1
0
月

１

日

全

）

、
２

日

言

）
の
２

日

間

開
催

さ
れ

ま

し
た

。

今

年
の
桜

和

祭

の
テ

ー
マ

は
「
黄

金
時

代

～

最
も

盛
ん

な
俺

た
ち

上

。
文

武

両

道

を
目

指
す
昭

和
学

院
の

生
徒

一
人
ひ

と
り

が
そ

れ

ぞ
れ
の

場

所
で

、
そ

の

持

っ
て

い
る

力

を
大

い

に
発

揮
し

て

欲
し

い

と
い

う
願

い

が
込
め

ら
れ

て

い
ま

す

。

「
未

来
」

を
テ

ー
マ

に
し

た

オ
ブ

ジ
ェ

が
中

学

生
の

協

力
で

制
作

さ

れ

、
ダ
リ

の
「
記

憶

の
固

執
の

崩
壊

」
を
テ

ー

マ

に
し

た
美

術
部

の

壁
画

作

｢チーム昭和｣の仲間たち
の

府

と
し

て

の
使

命

を

果
た
し

て

き

ま
し

た

が
、

平

成
1
5年
に

中

高
一

貫
の

男
女

共
学

校

に
な

り

ま

し

た

。

7
0周
年

を
記

念

し
て

平
成
2
2

年

に

新
し

い
キ

ャ

ン

パ
ス

が
完

成

し

ま
し

た

。
淡

い
オ

レ
ン

ジ

色

を

基
調

に
し

た

校
舎

は

青
々

と

し

た
芝

生

に
囲

ま
れ

、
同

年

、

市
川

市
の

景
観

賞

を
受

賞
し

ま

１

キ
ャ
ン
パ
ス
内
の
把

腺
友
作
旧

私
邸
で
行
わ
れ
た
茶
会

1111

■ﾚ

E

，
・?

倖

ﾊﾟ

品
が
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル

に
飾
ら
れ
ま
し
た
。

メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ
で
は
吹

奏
楽
部
の
心
躍
る
よ
う
な
演

声

ダ
ン
ス
哉

バ
ト
ン
部
、

軽
音
楽
鄙
な
ど
の
明
る
く
元

気
の
あ
る
優
雅
な
演
技
が
披

露
さ
れ
、
夏
の
イ
ン
タ
ー
（

イ
で
団
体
準
優
勝
を
果
た
し

た
新
体
操
部
の
演
技
も
行
わ

れ
て
、
多
く
の
来
場
者
を
魅

了
し
ま
し
た
。

「
Ｗ
ｅ
　
ａ
ｒ
ｅ
　
ｔ
ｈ

ｅ
　
ｏ
ｎ
ｅ
」
を
テ
ー
マ
に

趣 向を 凝ら した 催しで にぎ わ った 桜 和祭

し
た
各
会
場
で
は
、
展
示
を

楽
し
む
子
ど
も
連
れ
の
来
場

者
で
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

高
校
１
年
生
は
お
化
け
屋
敷

や
宝
探
し
な
ど
各
ク
ラ
ス
の

ア
イ
デ
ア
満
載
の
楽
し
い
活

気
に
満
ち
た
企
画

ぞ
ろ
い

で
、
教
室
の
前
に
は
行
列
が

で
き
る
ほ
ど
で
し
た
。
高
校

２
年
生
は
模
擬
店
、
縁
日
。

フ
ー
ド
コ
ー
ト
を
開
店
し
、

多
彩
な
メ
ニ
ュ
ー
は
売
り
切

れ
が
出
る
ほ
ど
大
好
評
で
し

た
。

し
た
。

萌

敏
謙
譲
」
が
建
学
の
精

神
で
、
明
朗
に
し
て
健
康
、
自

主
性
に
冨
み
、
謙
ま
で
個
性
豊

か
な
人
間
育
成
が
目
指
さ
れ
て

い
ま
す
。
広
々
と
し
た
牛
ヤ
ン

パ
ス
で
学
ぶ
生
徒
は
、
相
手
を

思
い
や
る
気
持
ち
に
あ
ふ
れ
た

温
厚
で
意
旦
な
生
徒
ば
か
り
で

す
。中

学
か
ら
進
学
し
た
生
徒
と

高
校
か
ら
入
学
す
る
生
徒
は
、

４
月
に
実
施
さ
れ
る
２
泊
３
日

の
フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
ン
キ
ャ
ン
プ

を

経
て

一
体

と
な
Ｕ

、

「
チ

ー

ム
昭

和

」

と
し

て
３

年
間

を
共

に
過

ご
す
か

け

が
え

の
な

い
仲

間

と
な
り

ま

す

。

学

習

や
ス

ポ
・ｊ
ツ

、
文

化
活

動

に
励

む

「
文

武
両

道

」
が
目

指

さ
れ

、
ス

ポ

ー
ツ

分
野

の
活

躍

も
注

目
さ

れ

て
い

ま

す
。

卒

業

生

が
リ
オ
五

輪
で
日

本

代
表

と
し

て

活
躍

し

た

新
体
操

部
、

イ

ン
タ

ー
（

イ

で

優
秀
な

成
績

を

残
し
て

い

る

女
子

バ
ス

ケ
ッ

ト

ボ
ー
ル

部

や
（

ン

ド

ボ
ー
ル

部
、
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
、
水
泳

部
の
ほ
か
、
文
化
部
京

菌

レ

ベ
ル
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。

キ
ャ
ン
パ
ス
に
創
立
者
伊
藤

友
作
先
生
の
旧
私
邸
ダ

建
つ
て
い
ま
す
。
大
耳

年
間
の
建
造
物
で
登
録

有
形
文
化
財
と
し
て
又

化
庁
か
ら
指
定
を
受
け

て
い
る
建
物
で
す
。
真

関
川
を
挟
ん
で
幼
・
小

ふ

嵩

・
短
大
か
ら
な

る
キ
ャ
ン
パ
ス
の
中
央

に
曳
家
工
法
で
移
築
さ

れ
ま
し
た
。
現
在
は
茶

道
、
蕃

疸
の
課
外
活
動

や
、
百
人
一
首
大
会
な

ど
各
種
行
事
に
活
用
さ

れ
て
い
ま
す
。

k ･ ･ ･ ･ ･ ゝ ･ S = - ＝ - ＝ -

次回は11月29 日に掲載します。

自
分
た
ち
で
作
り
上
げ
る
魅
力

生
徒

会
長

斎

藤

啄

摩

学
校
全
体
と
て
も
萌
る
く
活

気
に
満
ち
溢
れ
て
い
ま
す
。
先

生
方
と
の
距
離
も
近
く
、
毎
日

楽
し
く
学
習
や
行
事
な
ど
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

イ
ベ
ン
ト
が
盛
ん
な
本
校
で

は
私
た
ち
生
徒
会
は
責
任
あ
る

役
割
で
す
。
生
徒
全
員
が
主
役

と
な
る
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
・
運

営
、
特
に
桜
和
祭
の
企
画
は
ゼ

ロ
か
ら
自
分
た
ち
で
作
り
上
げ

ら
れ
る
点
が
大
き
な
魅
力
。

話
し
合
っ
て
み
ん
な
の
意
見

を
ま
と
め
る
経
験
は
、
大
変
で

す
が
と
て
も
勉
強
に
な
り

ま

す
。
生
徒
会
、
部
代

学
習
と

毎
日
や
る
こ
と
が
多
い
で
す

が
、
充
実
し
た
ス
ク
ー
ル
ラ
イ

フ
を
送
っ
て
い
毒
几

大井俊博校長　 本校は全国大会で

毎年活躍する女子バスケ ットボ ール

部、薪体操部を筆頭に、スポ ーツ強

豪校としても矢口られています。今年

も インタ ーハイに8G 名の優秀な選手

を送り込みまし だ。文化部も多く の
大会で好成績を残しています。

本 校 の生 徒 たち はのび の び と 学

び、部活動にも励み、明るさと素直

さ に興ちていま す。 私たち教師とも

元気に挨拶を交わす素直な生徒たち
に、無 限の可能性と潜在能力の高さ

を感じ ていま す。より高いレベルで

の文武 両道、進学指導体制の組 織的

な構築などに、教師が一丸とな って

「チ ーム昭和」として取り 組んでい

ます。

Ｊ
Ｒ
総
武
線
・

都
営
新

宿

線
「
本
八
幡
」
駅
、
ま
た
は

京
成
本
線
「
京
成
八
幡
」
駅

下
車
、
徒
歩
約
1
5分
。

校学中
①よT召i:ぶ轟Ej 轟謡盲じふ⑤づ二j;

一
昨

八
芦
い

司

ぢだ私
昌
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校長 大井 俊博

◇所在地

』

・
’

書評合戦でチャンプ本決定
ｊ

－

ｉ

－

匹七ｇ 言笥

昭
和
学
院
中
学
校

「
チ

ー
ム
昭

和

」

が
生
徒

た

ち
の

合

言
葉
で

す

。
意
見

を

出

し

合

い

、
お

互

い

を
尊

重
し

つ

つ

同

じ

課
題
に

取
り

組
む

こ

と

を

モ

ッ
ト

ー
に
し

て

い

ま
す

。

曰

本
の
従

来

の

教
育

に
あ

っ

し 虚昌器謝几

②L 前昌昌Ｈん炭七昌

毎
鯛

始
業
前
の
2
0分
間

は
「
朝
読
書
」
を
す
る
の
が

價
例
と
な
っ
て
い
ま
す
。
１

学
期
は
そ
れ
ぞ
れ
が
好
き
な

本
を
読
む
乱
読
、
２
学
期
と

３
学
期
は
全
教
科
の
教
師
が

推
薦
す
る
百
冊
の
中
か
ら
関

心
の
あ
る
本
を
選
ん
で
読
み

ま
す
。

教
師
に
よ
る
推
薦
本
の
リ

ス
ト
は
「
書
の
旅
、
羅
針
竺

と
し
て
生
徒
に
配
布
さ
れ
ま

す
が
物
語
、
小
説
、
詩
集
、

ス
ポ
ー
ツ
伝
、
社
会
派
ド
キ

ュ
メ
ン
タ
リ
ー
な
ど
、
幅
広

い
ジ
ャ
ン
ル
の
本
が
網
羅
さ

れ
て
い
ま
す
。

読
書
の
後
、
読
ん
で
面
白

か
っ
た
Ｕ
、
感
動
し
た
本
を

人
に
勧
め
る
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト

語学研修豪州で１週間の

ル

が
行
わ

れ

ま

す

。
「

ビ
ブ

リ

オ

」
は

書

物

な
ど

を
意
味

す
る
ラ

テ

ン

語
・田
米

の
言

采

で

、

ビ

ブ
リ

オ

パ
ド
ル

と
は

立
命

館
大

学

の

谷
口

忠
大
准

教
授

が

考
案

し

た
、

ゲ
ー
ム

感

覚
を
取
り

入

れ
た

「
書

評

貪

鰯
」
で

す

。

各
々

の

生

徒

が
本

を
紹
介

し
合

い
、

も

っ

と
も

読
み

た

い

と

思

う
本

を
投

票
で

決
め

る
催

し
で

、

プ
レ

ゼ

ン
タ

ー

と
呼

ば
れ

る

推

薦
入
は

質
疑

た

知

識

の

伝

達

こ
圧

入

を

中

心

に

し

た

授

業

で

は

な

く

、

生

徒

が

主

体

的

に

問

題

を

発

見

し

、

解

決

法

を

見

出

し

て

い

く

ア

ク

テ

ィ

ブ

ラ

ー

ニ

ン

グ

が
採

用

さ

れ

て

い

ま

す

。

特

に

強

化

を

図

る

英

語

で

は

、
来

年

度

の

一

年

生

か

ら

授

業

は

す

べ

て

英

語

で

行

う

ア

ク

テ

ィ

ブ
ラ

ー

ニ

ン

ダ

に
取

り

組

み

ま

す

。
２

年

生

で

は

国

内

イ

ン

グ

リ

ッ

シ

ュ

キ

ャ

ン

プ

、
３

年

生

に

な

る

と

遍

大

成

と

し

て

１

週

間

の

オ

ー

ス

ト

ラ

リ

ア

語

学

研

修

旅

行

を

実

施

し

ま

す

。
３

年

生

全

員

が

現

地

の

家

庭

で

ホ

ー

ム

ス

テ

イ

し

、
高

校

や

大
学
で

語
学

研

修
に
励
み

ま
す

。

来

年

度

か

ら

は

中

学

生

全

員

に

ｌ

ｐ

ａ

ｄ

が

貸

与

さ

れ

、

Ｉ

Ｃ

Ｔ

を

利

用

し

た

学

習

が

行

わ

れ

ま

す

。

す

で

に

今

年

度

か

ら

一

部

導

入

さ

れ

、

授

業

を

は

じ

め

様

々

な

学

習

活

動

に

活

か

す

試

み

が

ス

タ

ー

ト

し

て

い

ま

す

。建

学

の

精

神

で

あ

る
「
明

朗

で

健

康

、
自

主

性

に
・
冨｛

謙

虚

で

個

性

豊

か

な

人

間

｝
を

育

て

る

た

め

に

、
充

実

し

た

図

書

館

が

設

け

ら

れ

て

い

ま

す

。「

学

校

毎 朝 の朝 読書の 時 間

応
答
や
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

に
も
応
じ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

国
語
の
授
業
に
組
み
込
み

ま
れ
、
１
学
期
に
は
グ
ル
ー

プ
単
位
で
、
２
学
期
に
は
ク

ラ
ス
単
位
で
行
い
、
ク
ラ
ス

の
代
表
者
は
年
度
末
に
記
念

ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
る
生
徒
会

主
催
の
全
校
ビ
ブ
リ
オ
パ
ド

ル
に
出
場
し
、
「
チ
ャ
ン
プ

本
」
が
決
ま
り
ま
す
。

－

－

－

－

－
1
1
1
1
1
1
1
j
1
1
1

－

１

１

－

ｊ

ｊ

－
　

Ｉ

―

－
　

＝
ｉ

Ｆ

『

Ｘ
ｉ

。
卜
『

‘

’
。
『

一

！

の

中

心

に

図

書

館

を
」
と
い

う

伊

藤

一

郎

第
２

代

百

事

尽

学

院

長

の

信

念

に

基

づ
い

て

、
前

校

舎
の

時
代

か

ら
キ
ャ

ン

パ
ス

の

中
心

に
独

立

し

た
図

書
館

か

お

り

ま

し

た

が

づ

０

１

０

年

に

新

設
さ
れ

た

校
合
で

も
中

心

に

図

書
館

が

据

え

ら
れ

、
６

万

了
子
冊

の

蔵

書
を
備
え

た
メ

デ

ィ

ア
セ

ン

タ
ー

と
し
て

の

役

割

を

果
た

し
て

い

ま
す

。

「
休

み

時
間

に
も

気

軽

に

立

ち

寄

る

こ

と

が

で

き
、
と
て

も

便
利

」
と

生
徒

に

好
評

。
図

書

館

の

中

の

階

段

を

上

る

と
工

の

フ

ロ
ア

は
自

習

室

に
な

っ
て

い

－－
Ｉ
―－
－－
！

似

川

椚

Ｈ

廿

天

て
、国
語
や
社
会
な
ど
の
学
習

や
学
校
行
事
。
校
外
学
習
の
事

前
学
習
に
も
利
用
さ
れ
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
に
も
力
が
入
れ
ら

れ
て
い
ま
す
。
な
か
で
も
ソ
フ

ト
テ
ニ
ス
部
の
活
躍
は
目
覚
ま

し
く
、
今
夏
、
白
子
町
で
行
わ

れ
た
全
日
本
ジ
ュ
ニ
ア
大
会
で

は
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
で
男
女
と
ち
優
勝
す
る
な

ど
、
団
体
８
カ
テ
ゴ
リ
ー
中
、

７
つ
の
金
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
ま

し
た
。

ま
た
、
新
体
操
、
女
子
バ
ス

ケ
ッ
ト
、
水
泳
な
ど
が
全
国
レ

ベ
ル
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。

ＣＴを 使 った英 語授業

次回は1.1月29 日に掲載します。

皆
が
楽
し
く
過
ご
せ
る
よ
う
に

生
徒

会
中
学
校
委

員
長

生
徒
会
は
、
学
校
の
み
ん
な

が
楽
し
い
毎
日
を
過
ご
せ
る
よ

う
に
す
る
の
が
役
割
で
す
。

い
ろ
い
ろ
な
意
見
を
ま
と
め

大井俊博校長　昭和学院は、［欠］」「徳」「体」
のバランスのとれた全人教育を目指し、将来、さま
ざまな分野のリーダーとして活躍できる生徒の育成
に励みます。
本校が求める生徒像は３つあります｡①自ら考え、

自ら学び、自ら行動できる生徒②高い志を持ち、学
習やスポーツ、文化活動に励む「文武両道」を目指
す生徒③自らを律することができ、人を思いやるこ

圖

圖

圖

－

Ｊ
Ｒ
総
武
線

―
都
営
新
宿

て
、
学
校
が
ど
う
し
た
ら
良
く

な
る
か
考
え
る
の
は
、
自
分
を

磨
く
絶
好
の
機
会
で
す
。
将
来

に
絶
対
役
立
つ
経
験
が
で
き
て

い
る
と
思
い
ま
す
。

とのできる人間性豊かな生徒です。
中高一貫教育校である本校では。中学３年間で生

徒一人ひとりが自分で考え､学び､行動できるなど、
今後の人生を豊かにするための基礎固めを目指しま
す。

学習面で特に大切なのは、教科を嫌いにさ廿ない
こと。勉強に対する興味・関心を高め、耶活や行事
に積極的に参加する、何事にも一生懸命に取り組む
姿勢を育てます。確かな基礎力を養い、高校３年間
での飛躍的な成長に㈲えます。

線
「
本
八
幡
」
駅
、
ま
た
は

京
成
本
線
「
京
成
八
幡
」
駅

下
車
、
徒
歩
約
1
5分
。
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